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令和５年２月８日（水） 南 河内環境事業組合議会第１回定例会を南河内環

境事業組合 会議室に招集 さ れ た。  

  出席者は、次のとお り で ある。  

    １  番  議  員      本    馨  

    ２  番  議  員    堀  川  和  彦  

    ３  番  議  員    浦  山  宣  之  

    ４  番  議  員    丹  羽    実      

    ６  番  議  員    久  山  佳世子  

    ７  番  議  員    松  井  康  祐  

    ８  番  議  員    南  方    泉  

    ９  番  議  員    伊  東  寛  光  

   １０  番  議  員    辰  巳  真  司  

   １１  番  議  員    草  尾  勝  司  

   １２  番  議  員    吉  年  千寿子  

   １３  番  議  員    福  田  太  郎  

   １４  番  議  員    藤  浦    稔  

欠席者は、次のとおりで あ る。  

５  番  議  員    土  井    昭  

 

  説明のための出席者 は 、 次のとおりである。  

   管 理 者   富 田 林 市 長     村  善  美  

   副 管 理 者   河 内 長 野 市 長   島  田  智  明  

   副 管 理 者   大 阪 狭 山 市 長   古  川  照  人  

   副 管 理 者   河 南 町 長   森  田  昌  吾  

   副 管 理 者   太 子 町 長   田  中  祐  二  

   副 管 理 者   千 早 赤 阪 村 長   南  本    斎  

   副管理者副市長   富 田 林 市 副 市 長   置  田  保  巳  

   監 査 委 員             遠  藤    忍  
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   事 務 局   事 務 局 長   西  尾  順  治  

   事 務 局   事務局理事 兼総務企画課長（会計管理者）  

             浅  川    浩  

   事 務 局   総務企画課長代理   辻      彰  

   書 記   総 務 企 画 係 長   石  橋  尚  人  

 

議事日程は次のとおりで あ る。  

 日程第１  会議録署名議員の 指名について  

日程第２  会期の決定について  

日程第３  報告第１号  

組合議 会 議 員の異動について  

日程第４  選挙第１号  

組合議 会 副 議長の選挙について  

日程第５  承認第１号  

地 方 公 務 員 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例

の 整 備 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い て の 専 決 処 分 に つ き 承 認

を求め る こ とについて  

日程第６  承認第２号  

南 河 内 環 境 事 業 組 合 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て の 専 決 処 分 に つ き 承 認 を 求 め る

ことに つ い て  

日程第７  承認第３号  

南 河 内 環 境 事 業 組 合 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て の 専 決 処 分 に つ き 承 認 を 求

めるこ と に ついて  

日程第８  承認第４号  

職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定

につい て の 専決処分につき承認を求めることについて  
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日程第９  承認第５号  

一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の

制定に つ い ての専決処分につき承認を求めることについて  

日程第１０ 承認第６号  

令 和 ４ 年 度 南 河 内 環 境 事 業 組 合 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２

号）の 専 決 処分につき承認を求めることについて  

日程第１１ 議案第１号  

南 河 内 環 境 事 業 組 合 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 施 行 条 例

の制定 に つ いて  

日程第１２ 議案第２号  

令 和 ４ 年 度 南 河 内 環 境 事 業 組 合 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ３

号）  

日程第１３ 議案第３号  

令和５ 年 度 南河内環境事業組合一般会計予算  

日程第１４ 監査報告第１号  

例月出 納 検 査の結果報告について  

(令 和 ４ 年 度  ７ 月 ・ ８ 月 ・ ９ 月 ・ １ ０ 月 ・１ １ 月 ・ １ ２ 月

分 ) 

日程第１５ 議員提出議案第１号  

南 河 内 環 境 事 業 組 合 議 会 の 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 条 例 の

制定に つ い て  
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（開会  午後２時２５分）  

 

議長（堀川和彦）  

定刻となりましたので、 始 めます。  

本日は、定例会を招集し ま したところ、議員の皆様方にはご多用のところ、

ご出席を頂 きまして、あ り が とうございます。  

なお、土井議員は、本日 ご 欠席の連絡を頂いております。  

只今の出席議員は１３名 で 、定足数に達しておりますので、只今から、令

和５年第１ 回南河内環境 事 業 組合議会定例会を開会致します。  

それでは、議事に入りま す 前に、管理者よりご挨拶を頂きます。  

 村管理者。  

 

管理者（  村 善美）  

それでは、開会にあたり ま して一言ご挨拶を申し上げます。  

本日、令和５年第１回南 河 内環境事業組合議会定例会を招集させて頂きま

したところ 、議員の皆様 方 に は、何かとお忙しい中、ご出席を頂きまして、

誠にありが とうございま す 。  

また、平素より本組合の ご み処理、し尿処理の事業の推進に、格別のご理

解とご協力 を賜り、厚く 御 礼 申し上げます。  

それでは、今期定例会で ご 審議頂きます案件でございますが、条例案件が

６件、補正 予算が２件、 令 和 ５年度予算が１件、監査報告が１件の計１０件

でございま す。  

各案件につきましては、 の ちほど提案説明を申し上げますので、よろしく

ご審議のう え、原案どお り ご 賛同賜りますよう、お願いを申し上げまして、

開会のご挨 拶とさせて頂 き ま す。  

どうぞよろしくお願い致 し ます。  

 

議長（堀川和彦）  
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ありがとうございました 。  

ここで、議会運営委員長 の 報告を求めます。  

辰巳委員長。  

 

議会運営委員長（辰巳真 司 ）  

さきほど開催されました 議 会運営委員会におきまして、第１回定例会に付

議される案 件について了 承 さ れましたので、ご報告申し上げます。  

まず、会議録署名議員の 指 名、会期の決定に続きまして、日程第３、報告

第１号から 日程第１４、 監 査 報告第１号までの１２件でございます。なお、

日程第５か ら日程第１０ は 一 括議題とし、一括質疑の後、討論、採決でござ

います。ま た、１件の追 加 議 案の取り扱いについても、了承されましたので

ご報告申し 上げます。日 程 第 １５、議員提出議案第１号につきまして、本日

上程、質疑 、討論、採決 で ご ざいます。  

以上で報告を終わります 。  

 

議長（堀川和彦）  

これをもって、議会運営 委 員長の報告を終結します。  

それでは、議事に入りま す 。  

日程第１、会議録署名議 員 の指名についてでありますが、本件は、会議規

則第８１条 の規定により 、 議 長において指名致します。９番議席の伊東寛光

議員、１０ 番議席の辰巳 真 司 議員の両議員にお願いを致します。  

続きまして、日程第２、 会 期の決定についてを議題と致します。  

お諮りします。会期は、 本 日１日とすることにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、会期は本日１日 と 決定致しました。  



- 6 - 
 

次に、日程第３、報告第 １ 号、組合議会議員の異動についてを議題と致し

ます。  

報告を求めます。  

 村管理者。  

 

管理者（  村 善美）  

只今、上程されました報 告 第１号、組合議会議員の異動につきまして、内

容のご説明 を申し上げま す 。  

まず、河南町選出議員の 異 動でございます。令和４年１０月７日の河南町

議会臨時会 議におきまし て 、 福田太郎議員が新たに就任されておられます。  

次に、太子町選出議員の 異 動でございます。令和４年１０月２１日の太子

町議会臨時 会におきまし て 、  本馨議員が新たに就任されておられます。  

それぞれのご住所、生年 月 日は、議案書に記載のとおりでございます。  

旧議員には、これまでの ご 労苦に深謝致しますとともに、新たに就任をさ

れました方 々におかれま し て は、今後のご活躍をお願い申し上げまして、こ

こに異動の ありましたこ と を 、ご報告申し上げます。  

 

議長（堀川和彦）  

只今の組合議会議員の異 動 につきましては、組合規約第６条第３項の規定

によるもの でございます 。  

なお、新議員の議席は、 会 議規則第４条の規定に基づき、私のほうで決め

させて頂き ます。  

１ 番 議 席 に  本 馨 議 員 、 １ ３ 番 議 席 に 福 田 太 郎 議 員 、 以 上 の と お り と 致

します。  

次に、日程第４、選挙第 １ 号、組合議会副議長の選挙を行います。  

その選出方法として、い か が取り計らいましょうか。  

辰巳議員。  
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１０番議員（辰巳真司）  

選出方法について発言致 し ます。指名推選でお願いしたいと思います。以

上です。  

 

議長（堀川和彦）  

お諮りします。只今、辰 巳 議員より発言がございましたように、地方自治

法第１１８ 条第２項の規 定 に より、指名推選で副議長を選出することに、ご

異議ござい ませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。 よ って、選挙の方法は指名推選によることに決し

ました。  

指名の方法につきまして は 、議長において指名することに致したいと思い

ますが、ご 異議ございま せ ん か。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。 よ って、議長において指名することに決しました。  

それでは、南河内環境事 業 組合議会副議長に  本馨議員を指名します。  

お 諮 り し ま す 。 只 今 、 指 名 致 し ま し た  本 馨 議 員 を 組 合 議 会 副 議 長 の 当

選人と定め ることにご異 議 ご ざいませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、  本 馨 議 員 が 組 合 議 会 副 議 長 に 当 選 さ

れました。  

当 選 さ れ ま し た  本 馨 議 員 が 議 場 に お ら れ ま す の で 、 会 議 規 則 第 ３ ２ 条
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第２項の規 定により告知 致 し ます。  

それでは、  本馨議員より副議長就任のご挨拶を頂きます。  

 本副議長。  

 

副議長（  本 馨）  

は い 、 ご 指 名 頂 き ま し た  本 馨 で ご ざ い ま す 。 只 今 、 組 合 議 会 の 副 議 長

という大任 を仰せつかり ま し て、身の引き締まる思いであります。このうえ

は、議員の 皆様と、また 執 行 部の皆様と、より良い組合運営の発展のため、

堀川議長を 補佐し、最善 の 努 力をさせて頂きますので、皆様のご協力をお願

い申し上げ まして、就任 の ご 挨拶に代えさせて頂きます。ありがとうござい

ました。  

 

議長（堀川和彦）  

ありがとうございました 。  

それでは、次に日程第５ 、 承認第１号、地方公務員法の一部を改正する法

律の施行に 伴う関係条例 の 整 備に関する条例の制定についての専決処分につ

き承認を求 めることにつ い て 、日程第６、承認第２号、南河内環境事業組合

職員の定年 等に関する条 例 の 一部を改正する条例の制定についての専決処分

につき承認 を求めること に つ いて、日程第７、承認第３号、南河内環境事業

組合職員の 育児休業等に 関 す る条例の一部を改正する条例の制定についての

専決処分に つき承認を求 め る ことについて、日程第８、承認第４号、職員の

退職手当に 関する条例の 一 部 を改正する条例の制定についての専決処分につ

き承認を求 めることにつ い て 、日程第９、承認第５号、一般職の職員の給与

に関する条 例の一部を改 正 す る条例の制定についての専決処分につき承認を

求めること について、日 程 第 １０、承認第６号、令和４年度南河内環境事業

組合一般会 計補正予算（ 第 ２ 号）の専決処分につき承認を求めることについ

ての６件を 一括議題とす る こ とにご異議ございませんか。  
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（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。 よ って承認第１号から承認第６号は一括議題と致

します。  

提案の理由の説明を求め ま す。  

西尾局長。  

 

事務局長（西尾順治）  

只今、一括上程されまし た ６件につきまして、それぞれ提案の理由並びに

その内容の ご説明を申し 上 げ ます。  

議案書３頁をお願い致し ま す。  

承認第１号の地方公務員 法 の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の

整備に関す る条例の制定 に つ いての専決処分につき承認を求めることについ

て、ご説明 を申し上げま す 。  

まず、提案の理由でござ い ますが、地方公務員法の一部を改正する法律が、

令和５年４ 月１日から施 行 さ れることに伴い、国家公務員の定年と同様に、

地方公務員 の定年につい て も 、令和５年度より２年に１歳ずつ、６５歳まで

引き上げら れることから 、 管 理市の富田林市におかれましては、令和４年第

３回市議会 定例会におい て 、 関係条例の整備に関する条例を可決されました

ので、本組 合も同様に取 扱 い 致したく、地方自治法第１７９条第１項の規定

によりまし て、令和４年 ９ 月 ３０日付専決処分させて頂きましたので、承認

を求めるも のでございま す 。  

その内容でございますが 、 議案書４頁をお願い致します。  

第１条は、職員の懲戒の 手 続及び効果に関する条例の一部改正、第２条は、

南河内環境 事業組合職員 の 勤 務時間、休日、休暇等に関する条例の一部改正、

第３条は、 南河内環境事 業 組 合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例

の一部改正 、４頁から６ 頁 、 第４条は、一般職の職員の給与に関する条例の

一部改正で 、定年引き上 げ に より再任用制度が廃止され、新たに定年前再任
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用短時間勤 務制度が制定 さ れ ることに伴う所要の改正を行い、さらに、定年

引き上げ後 の給料につい て 当 分の間、定年前の給料の７割となる規定を制定

致します。  

７頁をお願い致します。  

第５条は、単純労務職員 の 給与の種類及び基準を定める条例の一部改正で、

第６条は、 南河内環境事 業 組 合職員の再任用に関する条例の廃止で、定年が

６５歳とな り再任用制度 が 廃 止となることから条例を廃止します。  

施行日につきましては、 令 和５年４月１日からでございます。  

承認第１号は以上でござ い ます。  

続きまして、議案書の１ １ 頁をお願い致します。  

承認第２号の南河内環境 事 業組合職員の定年等に関する条例の一部を改正

する条例の 制定について の 専 決処分につき承認を求めることについて、提案

の理由並び に内容のご説 明 を 申し上げます。  

まず、提案の理由でござ い ますが、先ほどの承認第１号と同様の理由によ

り、承認を 求めるもので ご ざ います。  

主な内容と致しましては 、 議案書１２頁をお願い致します。  

まず、題名の次に目次及 び 章名を追加致します。第１章では、今回の地方

公務員法改 正に伴う引用 条 項 の変更を行います。第２章では、定年を６０歳

から６５歳 に引き上げる こ と を規定致します。第３章では、管理監督職の年

齢を６０歳 までと定める な ど 、管理監督職勤務上限年齢制について規定致し

ます。第４ 章では、定年 前 再 任用短時間勤務制度について規定致します。第

５章では、 規則の委任、 経 過 措置及び対象職員に対する情報提供、勤務意思

の確認につ いて規定を致 し ま す。  

施行日は、令和５年４月 １ 日でございます。  

承認第２号は以上でござ い ます。  

続きまして、議案書の２ ４ 頁をお願い致します。  

承認第３号の南河内環境 事 業組合職員の育児休業等に関する条例の一部を

改正する条 例の制定につ い て の専決処分につき承認を求めることについて、
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提案の理由 、並びに内容 の ご 説明を申し上げます。  

まず、提案の理由でござ い ますが、地方公務員の育児休業等に関する法律

等が改正さ れ、令和４年 １ ０ 月１日から育児休業が利用しやすくなるよう、

新たな勤務 環境の整備が 実 施 されることを受け、管理市の富田林市におかれ

ましては、 令和４年第３ 回 市 議会定例会において、関係条例の一部改正を可

決されまし たので、本組 合 も 同様に取扱い致したく、令和４年９月３０日付

専決処分さ せて頂きまし た の で、承認を求めるものでございます。  

主な内容と致しましては 、 議案書２５頁をお願い致します。  

第１条で会計年度任用職 員 の育児休業の取得可能期間や、回数などの要件

緩和を、２ ７頁第２条で は 、 定年引き上げに伴い６０歳以上で、管理監督職

の勤務を延 長された職員 は 、 育児休業及び育児短時間勤務をすることができ

ない規定を 、国に準じて 追 加 致します。なお、附則の第１条で施行期日等を

定め、第２ 条では、経過 措 置 を規定しております。  

承認第３号は、以上でご ざ います。  

続きまして議案書の２９ 頁 をお願い致します。  

承認第４号の職員の退職 手 当に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついての専 決処分につき 承 認 を求めることについて、提案の理由、並びに内

容のご説明 を申し上げま す 。  

まず、提案の理由でござ い ますが、雇用保険法等の一部を改正する法律の

施行、並び に、先の承認 第 １ 号と同様の理由により、承認を求めるものでご

ざいます。  

内容と致しましては、議 案 書３０頁をお願い致します。  

再任用に関する規定を定 年 前再任用短時間勤務職員に修正致します。また、

雇用保険法 等の失業等給 付 に 関する改正に伴う規定を追加致します。  

さらに、３１頁、附則に 、 当分の間、６０歳を超えて退職した職員は定年

退職に準じ て退職手当を 計 算 するよう規定を追加致します。なお、３２頁３

３頁、附則 の第１条で施 行 期 日等を定め、第２条では経過措置を規定してお

ります。  
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承認第４号は、以上でご ざ います。  

続きまして議案書の３４ 頁 をお願い致します。  

承認第５号、一般職の職 員 の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定について の専決処分に つ き 承認を求めることについて、提案の理由、並び

に内容をご 説明申し上げ ま す 。  

まず、提案の理由でござ い ますが、管理市の富田林市におかれましては、

令和４年第 ４回市議会定 例 会 において令和４年の人事院勧告を踏まえ、関係

条例の一部 改正を可決さ れ ま したので、本組合も同様に取扱い致したく、令

和４年１２ 月２６日付専 決 処 分させて頂きましたので、承認を求めるもので

ございます 。  

その内容でございますが 、 議案書３５頁をお願い致します。  

第１条では、一般職の職 員 の給与に関する条例において定める、一般職給

料表の給料 月額の一部を 改 定 するとともに、再任用を除く一般職の職員に対

し、令和４ 年１２月に支 給 す る勤勉手当の支給割合を、１００分の９５から

１００分の １０５に引き 上 げ るものでございます。  

また、再任用職員に対し 令 和４年１２月に支給する勤勉手当の支給割合を、

１００分の ４５から１０ ０ 分 の５０に引き上げるものでございます。  

３９頁第２条では、令和 ５ 年４月以降の勤勉手当の支給割合を、６月期と

１２月期で 均等になるよ う 、 改めるものでございます。  

なお、附則第１条は、施 行 日等を規定するものでございます。  

承認第５号は、以上でご ざ います。  

続きまして、議案書４０ 頁 をお願い致します。  

承認第６号、令和４年度 南 河内環境事業組合一般会計補正予算（第２号）

の専決処分 につき承認を 求 め ることについてでございます。  

まず、提案の理由でござ い ますが、先ほどの承認第５号の給与条例の改正

及び職員の 異動等に伴う 人 件 費に係る予算上の所要の措置を講じるため、令

和４年１２ 月２６日付専 決 処 分させて頂きましたので、承認を求めるもので

ございます 。  
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議案書４１頁をお願い致 し ます。  

第１条で、歳入歳出予算 の 総額に歳入歳出それぞれ５１万４千円を追加し、

歳入歳出予 算の総額を歳 入 歳 出それぞれ２２億５，３０２万４千円とするも

のでござい ます。  

それでは、内容につきま し て事項別明細書の歳出からご説明を申し上げま

す。４８頁 をお願い致し ま す 。  

まず、上の表、款２．総 務 費、項１．総務管理費、目１．一般管理費にお

きまして、 事務局、総務 企 画 課職員の人件費４７万３千円を増額し、補正後

の額を７， ０８５万１千 円 と しております。内訳は、説明欄に記載のとおり

でございま す。  

次に下の表でございます が 、款３．衛生費、項１．ごみ処理費、目１．第

１清掃工場 業務管理費に お き まして、職員人件費７９万４千円を減額し、補

正後の額を ７億４，１９ ３ 万 ３千円としております。内訳は、説明欄に記載

のとおりで ございます。  

５０頁をお願い致します 。  

同じく衛生費のごみ処理 費 、目２．第２清掃工場業務管理費におきまして、

職員人件費 ４９万５千円 を 増 額し、補正後の額を５億５，３９６万４千円と

しておりま す。内訳は、 説 明 欄に記載のとおりでございます。  

次に下の表でございます が 、同じく衛生費の項２．し尿処理費、目１．資

源再生セン ター業務管理 費 に おきまして、職員人件費３４万円を増額し、補

正後の額を １億６，４９ ７ 万 ６千円としております。内訳は、説明欄に記載

のとおりで ございます。  

議案書、戻って頂きまし て ４６頁をお願い致します。  

事項別明細書の２．の歳 入 をご説明申し上げます。  

今回の補正に要します財 源 と致しまして、款６、項１、目１．繰越金にお

いて５１万 ４千円を増額 し 、 補正後の額を１億２５８万７千円とするもので

ございます 。  

５２頁から６１頁は、給 与 費明細書でございます。恐れ入りますが、ご覧
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を頂きまし て説明は省略 を さ せて頂きます。  

承認第６号は、以上でご ざ います。  

以上で、一括上程されま し た６件につきましてのご説明とさせて頂きます。  

よろしくご審議のうえ、 原 案どおりご承認賜りますよう、お願い申し上げ

ます。  

 

議長（堀川和彦）  

説明が終わりました。そ れ では一括して質疑をお受け致します。  

 

（質疑なし。）  

 

よろしいでしょうか。こ れ をもって質疑を終結します。  

それでは、これから１件 ず つ討論と採決を行います。  

まず、承認第１号につい て 討論に入ります。  

これをもって討論を終結 致 します。  

これより、承認第１号を 採 決致します。  

本案は原案どおり承認す る ことにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、承認第１号、地 方 公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関

係条例の整 備に関する条 例 の 制定についての専決処分につき承認を求めるこ

とについて は、原案とお り 承 認されました。  

次に承認第２号について 討 論に入ります。  

これをもって討論を終結 し ます。  

これより、承認第２号を 採 決致します。  

本案は原案どおり可決す る ことにご異議ございませんか。  
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（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、承認第２号、南 河 内環境事業組合職員の定年等に関する条例の一

部を改正す る条例の制定 に つ いての専決処分につき承認を求めることについ

ては、原案 とおり承認さ れ ま した。  

次に承認第３号について 討 論に入ります。  

これをもって討論を終結 し ます。  

これより、承認第３号を 採 決します。  

本案は原案どおり承認す る ことにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、承認第３号、南 河 内環境事業組合職員の育児休業等に関する条例

の一部を改 正する条例の 制 定 についての専決処分につき承認を求めることに

ついては、 原案どおり承 認 さ れました。  

次に承認第４号について 討 論に入ります。  

これをもって討論を終結 し ます。  

これより、承認第４号を 採 決します。  

本案を原案どおり承認す る ことにご異議ありませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、承認第４号、職 員 の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

の制定につ いての専決処 分 に つき承認を求めることについては、原案どおり
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承認されま した。  

次に承認第５号について 討 論に入ります。  

これをもって討論を終結 し ます。  

これより、承認第５号を 採 決します。  

本案を原案どおり承認す る ことにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、承認第５号、一 般 職の職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例の制定 についての専 決 処 分につき承認を求めることについては、原案ど

おり承認さ れました。  

次に承認第６号について 討 論に入ります。  

これをもって討論を終結 し ます。  

これより、承認第６号を 採 決します。  

本案を原案どおり承認す る ことにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よ っ て 、 承 認 第 ６ 号 、 令 和 ４ 年 度 南 河 内 環 境 事 業 組 合 一 般 会 計 補 正 予 算

（第２号） の専決処分に つ き 承認を求めることについては、原案どおり承認

されました 。  

次に日程第１１、議案第 １ 号、南河内環境事業組合個人情報の保護に関す

る法律施行 条例の制定に つ い てを議題と致します。  

提案理由の説明を求めま す 。  

西尾局長。  
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事務局長（西尾順治）  

只今、上程されました、 議 案第１号、南河内環境事業組合個人情報の保護

に関する法 律施行条例の 制 定 につきまして、提案の理由、並びに内容をご説

明申し上げ ます。  

まず、提案の理由でござ い ますが、デジタル社会の形成を図るための関係

法律の整備 に関する法律 の 成 立により、個人情報保護制度の一元化等が図ら

れ、行政機 関の保有する 個 人 情報の保護に関する法律と、独立行政法人の所

有する個人 情報の保護に 関 す る法律が、個人情報の保護に関する法律に統合

されます。  

この法改正により、地方 公 共団体につきましても、令和５年４月１日より

改正後の個 人情報の保護 に 関 する法律の適用を受けるため、新たに南河内環

境事業組合 個人情報の保 護 に 関する法律施行条例を制定するものでございま

す。  

次に、その内容と致しま し て、第１条では、条例の趣旨を、第２条では、

用語の定義 を、第３条で は 、 開示請求に係る手数料を無料とすること、第４

条及び第５ 条では、請求 者 の 権利保護のための審査会の設置と諮問を、第６

条では、制 度運用の透明 性 を 確保するため運用状況の公表を、第７条では、

委任を、そ れぞれ規定す る も のでございます。  

なお、この条例は、令和 ５ 年４月１日から施行するものでございます。  

以上で説明とさせて頂き ま す。  

よろしくご審議頂きまし て 、原案どおり御議決賜りますよう、よろしくお

願い致しま す。  

 

議長（堀川和彦）  

説明が終わりました。こ れ より質疑をお受け致します。  

 

（質疑なし。）  
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これをもって質疑を終結 し ます。  

それでは、議案第１号に つ いて討論に入ります。  

これをもって討論を終結 し ます。  

これより、議案第１号を 採 決します。  

本案を原案どおり可決す る ことにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、議案第１号、南 河 内環境事業組合個人情報の保護に関する法律施

行条例の制 定については 、 原 案どおり可決されました。  

次に日程第１２、議案第 ２ 号、令和４年度南河内環境事業組合一般会計補

正予算（第 ３号）を議題 と 致 します。  

提案理由の説明を求めま す 。  

西尾局長。  

 

事務局長（西尾順治）  

只今、上程されました、 議 案第２号、令和４年度南河内環境事業組合一般

会計補正予 算（第３号） に つ きまして、提案の理由、並びに内容をご説明申

し上げます 。  

まず、提案の理由でござ い ますが、電気料金高騰に伴う清掃工場等の光熱

水費の追加 額、及び第１ 清 掃 工場基幹的設備改良事業等の額の確定に伴う減

額など、所 要の予算措置 を 講 ずるものでございます。  

それでは、内容をご説明 申 し上げます。  

議案書の６５頁をお願い 致 します。  

歳入歳出予算の総額から 歳 入歳出それぞれ３，４６９万６千円を減額し、

歳入歳出予 算の総額を歳 入 歳 出それぞれ２２億１，８３２万８千円とするも

のでござい ます。  



- 19 - 
 

議案書の６８頁をお願い 致 します。  

第２表、継続費補正につ き ましては、第１清掃工場基幹的設備改良事業の

額の確定等 に伴い継続費 総 額 の減額を行うほか、年割額の変更を行うもので

あり、また 、第３表、債 務 負 担行為補正につきましては、組合各施設の測定

業務料の限 度額１億１， ３ ５ ７万５千円を追加するものでございます。  

次に、７０頁をお願い致 し ます。  

第４表、地方債補正につ き ましては、第１清掃工場基幹的設備改良事業及

び残滓処理 事業の限度額 を 変 更するものでございます。  

次に、７８頁をお願い致 し ます。  

事項別明細書の歳出から ご 説明申し上げます。また、財源につきましても、

同時にご説 明申し上げま す 。  

まず、款３．衛生費、項 １ ．ごみ処理費でございます。目１．第１清掃工

場業務管理 費９１１万２ 千 円 の増額は、電気料金高騰に伴い、施設運営に係

る光熱水費 を増額計上す る も ので、財源は、繰越金でございます。  

次に、目２．第２清掃工 場 業務管理費２，１０７万４千円の増額は、第１

清掃工場業 務管理費と同 様 に 、光熱水費の増額計上と本年度末退職者１名の

退職手当を 新たに計上す る も ので、財源は、繰越金及び繰入金でございます。  

次に、目４．残滓処理事 業 費１３７万１千円の減額は、大阪湾広域埋立事

業負担金の 令和４年度負 担 額 の確定に伴い減額補正を行うもので、減額の財

源区分は、 繰入金及び地 方 債 でございます。  

次に、目６．クレーンバ ケ ット取替事業費６千円の減額は、本取替工事費

の確定に伴 い減額するも の で 、減額の財源区分は繰入金でございます。  

次に、目７．第１清掃工 場 基幹的設備改良事業費６，５２４万１千円の減

額は、本事 業の全体事業 費 及 び本年度事業費の確定に伴い減額補正を行うも

のでござい ます。減額の 財 源 区分は、国庫支出金、繰入金及び地方債でござ

います。  

続きまして、款３．衛生 費 、項２．し尿処理費、目３．資源再生センター

業務管理費 １７３万６千 円 の 増額は、電気料金高騰に伴い、施設運営に係る
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光熱水費を 増額計上する も の で、財源は、繰越金でございます。  

続きまして、歳入をご説 明 申し上げます。  

戻りまして、７４頁をお 願 い致します。  

款３．国庫支出金、項１ ． 国庫補助金、目１．建設事業費補助金４９万５

千円の減額 は、第１清掃 工 場 基幹的設備改良事業費の確定に伴い、減額措置

を行うもの でございます 。  

次に、款５．繰入金、項 １ ．基金繰入金、目１．施設整備積立基金繰入金

１，６２２ 万３千円の減 額 は 、第１清掃工場基幹的設備改良事業、残滓処理

事業及びク レーンバケッ ト 取 替事業の額の確定に伴い、減額措置を行うもの

でございま す。また、目 ２ ． 退職手当積立基金繰入金８１万２千円の増額は、

本年度末退 職者の退職手 当 １ 名分を措置するものでございます。  

次に、７６頁をお願い致 し ます。  

款６、項１、目１．繰越 金 、３，１１１万円の増額は、各施設の運営に係

る光熱水費 の不足分を措 置 す るものでございます。  

次に、款８、項１、目１ ． 組合債４，９９０万円の減額は、第１清掃工場

基幹的設備 改良事業、残 滓 処 理事業の額の確定に伴い、減額措置を行うもの

でございま す。  

以上で、令和４年度南河 内 環境事業組合一般会計補正予算（第３号）の説

明とさせて 頂きます。  

よろしくご審議頂きまし て 、原案どおり御議決賜りますよう、お願い申し

上げます。  

 

議長（堀川和彦）  

説明が終わりました。こ れ より質疑をお受け致します。  

 

（質疑なし。）  

 

これをもって質疑を終結 し ます。  
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それでは、議案第２号に つ いて討論に入ります。  

これをもって討論を終結 し ます。  

これより、議案第２号を 採 決します。  

本案を原案どおり可決す る ことにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よ っ て 、 議 案 第 ２ 号 、 令 和 ４ 年 度 南 河 内 環 境 事 業 組 合 一 般 会 計 補 正 予 算

（第３号） は、原案のと お り 可決されました。  

次に日程第１３、議案第 ３ 号、令和５年度南河内環境事業組合一般会計予

算を議題と します。  

提案理由の説明を求めま す 。  

置田副管理者副市長。  

 

副管理者副市長（置田保 巳 ）  

只今、上程されました議 案 第３号、令和５年度南河内環境事業組合一般会

計予算につ きまして、提 案 の 理由並びに内容のご説明を申し上げます。  

恐れ入りますが議案書８ １ 頁をお願い致します。  

まず、第１条では、歳入 歳 出予算の総額を、歳入歳出それぞれ５７億７，

１００万３ 千円と定めて お り ます。  

記載はございませんが、 前 年度に比べまして、３５億２，２５６万６千円

の増額とな っており、主 に 、 第１清掃工場基幹的設備改良事業費の増額及び

電気代や薬 品代、現場消 耗 品 など物価高騰に伴う需用費の増額によるもので

ございます 。  

第２条は継続費、第３条 は 地方債、第４条は一時借入金、第５条は歳出予

算の流用に ついての条項 で ご ざいます。  

次に８２頁をお願い致し ま す。  
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第１表、歳入歳出予算の 歳 入と致しまして、款１．分担金及び負担金から、

款８．組合 債までの款、 項 の 金額は記載のとおりでございます。  

次に、８３頁をお願い致 し ます。  

歳出でございますが、款 １ ．議会費から款５．予備費までの、款、項の金

額につきま しても、記載 の と おりでございます。歳入歳出それぞれ合計は５

７億７，１ ００万３千円 と な っております。  

８４頁をお願い致します 。  

第２表、継続費でござい ま すが、款３．衛生費、項１．ごみ処理費、事業

名、クレー ン電気設備更 新 事 業につきまして、総額１億３，０６８万円とし、

年割額は、 記載のとおり で ご ざいます。  

次に、第３表、地方債で ご ざいますが、１．第１清掃工場基幹的設備改良

事業につき まして、限度 額 １ ５億９，６００万円とし、また、２．残滓処理

事業は、限 度額９００万 円 、 ３．クレーン電気設備更新事業は、限度額４，

４１０万円 とするもので 、 起 債の方法、利率、借入先、償還の方法は記載の

とおりでご ざいます。  

続きまして、歳入歳出予 算 事項別明細書によりまして、内容のご説明を申

し上げます 。  

まず、財源を含めまして 歳 出のほうからご説明を申し上げます。  

９６頁をお願い致します 。  

款１．議会費は３７２万 １ 千円。前年度比７千円の減でございます。財源

は、繰越金 及び一般財源 で ご ざいます。  

表頭の本年度の財源内訳 に 表記しております一般財源は、市町村からの分

担金でござ います。  

款２．総務費、項１．総 務 管理費、目１．一般管理費は７，２９４万５千

円の計上で 、前年度比６ ０ ０ 万３千円の増でございます。主に職員人件費の

増額による ものでござい ま す 。財源は、繰越金等と一般財源でございます。  

９８頁をお願い致します 。  

目２．財産管理費は１４ 万 ４千円。前年度比１万１千円の減でございます。  
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目３．公平委員会費は前 年 度と同額の７万２千円の計上でございます。  

目４．監査委員費も前年 度 と同額の１６万８千円の計上でございます。  

目５．環境啓発費は２０ ９ 万８千円の計上で、前年度比１０８万８千円の

増でござい ます。主に、 施 設 見学者、受入れのためのパンフレットなど需用

費の計上に よるものでご ざ い ます。  

財源は、目２から目５ま で すべて一般財源でございます。  

１００頁をお願い致しま す 。  

総務費の計と致しまして 、 ７，５４２万７千円。前年度比７０８万円の増

となってお ります。  

次に、款３．衛生費、項 １ ．ごみ処理費、目１．第１清掃工場業務管理費

は、８億１ ，３６９万５ 千 円 。前年度比７，１９３万６千円の増で、主に委

託料、工事 請負費等の減 と 需 用費等の増によるものでございます。財源は、

繰越金、ご み処理手数料 等 と 一般財源でございます。  

次の１０２頁をお願い致 し ます。  

下のほうでございますが 、 目２．第２清掃工場業務管理費は７億２，８３

９ 万 ９ 千 円 。 前 年 度 比 １ 億 ７ ,３ ４ １ 万 ４ 千 円 の 増 で 、 主 に 需 用 費 や 工 事 請

負費等の増 によるもので ご ざ います。財源は、繰越金、ごみ処理手数料等と

一般財源で ございます。  

１０４頁をお願い致しま す 。  

下 の ほ う で ご ざ い ま す が 、 目 ３ ． 財 産 管 理 費 は ２ 億 １ ,３ ６ ２ 万 ８ 千 円 。

前 年 度 比 ８ ,２ ３ ８ 万 ８ 千 円 の 減 と な っ て お り ま す 。 主 に 次 の １ ０ ６ 頁 、 １

０７頁の右 側、上から２ 段 目 、節２４．積立金でございますが、ごみ処理施

設の整備に 係る財源を確 保 す るための基金積立で、減額となったものでござ

います。財 源は、行政財 産 使 用料及び基金利子等と一般財源でございます。  

目 ４ ． 残 滓 処 理 事 業 費 は 、 １ ,０ ０ ８ 万 １ 千 円 。 前 年 度 比 ２ ２ １ 万 ３ 千 円

の増でござ います。フェ ニ ッ クス埋立処分場の令和５年度事業負担金の計上

で、財源は 、地方債及び 基 金 繰入金でございます。  

目 ５ ． シ ー ル 印 刷 等 業 務 管 理 費 は 、 １ ,３ ８ ５ 万 ３ 千 円 で 、 前 年 度 比 ８ ６
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万８千円の 増でございま す 。 ６市町村のごみシールと配布用封筒の印刷代の

計上で、財 源は、市町村 か ら の負担金でございます。  

目６．クレーン電気設備 更 新事業費は、ごみ処理施設の根幹設備でありま

すクレーン におきまして 、 第 １清掃工場のごみクレーン電気設備の老朽化に

伴いまして 、今回更新す る た め、５，８８０万６千円を計上するものでござ

います。財 源は、地方債 及 び 基金繰入金でございます。  

目７．第１清掃工場基幹 的 設備改良事業費は、第１清掃工場を、より安全

で安定的な 施設運営を目 的 に 、本施設の全般を大規模に改良する工事を中心

に行う事業 で、事業効果 の 主 なものと致しまして、ダイオキシン対策をはじ

め更なる公 害防止の強化 を 行 うとともに、ごみ焼却による発電能力を増強す

るものでご ざいます。こ の 事 業につきましては、令和４年度から３か年の期

間で実施す るもので、令 和 ５ 年度では、焼却炉の１号炉を中心に整備させて

頂く予定で 、計上額は、 ３ ３ 億５，７５３万８千円。前年度比３１億８，９

７７万３千 円と大幅な増 で 、 財源は、国庫支出金、地方債及び基金繰入金で

ございます 。  

次の、クレーンバケット 取 替事業費につきましては、令和４年度に事業完

了のため、 廃目としてお り ま す。  

ごみ処理費の計と致しま し ては、５１億９，６００万円。前年度比３３億

９，４７２ 万８千円の増 と な っております。  

続きまして、款３．衛生 費 、項２．し尿処理費、目１．資源再生センター

業務管理費 は、２億１， ２ ６ ８万９千円。前年度比４，７７０万７千円の増

で、主に需 用費、工事請 負 費 の増などとなっております。財源は、財産売払

収入、繰越 金と一般財源 で ご ざいます。  

次の１０８頁をお願い致 し ます。  

下のほうでございますが 、 目２．財産管理費は、９，２８４万６千円。前

年度比１， １３４万９千 円 の 減となっております。主に次の１１０頁、１１

１頁の右側 、上から２段 目 、 節２４．積立金でございますが、し尿処理施設

の整備に係 る財源を確保 す る ための基金積立で、減額となったものでござい
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ます。財源 は、行政財産 使 用 料及び基金利子と一般財源でございます。  

し尿処理費の計と致しま し て、３億５５３万５千円。前年度比３，６３５

万８千円の 増となってお り ま す。  

次に、款４、項１．公債 費 でございますが、元金、利子、合わせまして、

計の欄１億 ７，５３２万 円 。 前年度比８，４４０万７千円の増となっており

ます。令和 ４年度から順 次 、 ごみ処理では、第２清掃工場改良事業債、災害

復旧事業債 、及び残滓処 理 事 業債の償還開始、また、し尿処理では、資源再

生センター の建設事業債 の 償 還の開始によるものでございます。財源は、繰

越金と一般 財源でござい ま す 。  

次 に 、 款 ５ 、 項 １ 、 目 １ ． 予 備 費 で ご ざ い ま す が 、 前 年 度 同額 の １ ,５ ０

０万円。す べて一般財源 で ご ざいます。  

以上、歳出の説明でござ い ます。  

次に、歳入についてご説 明 申し上げます。  

議案書、戻って頂きまし て 、９０頁をお願い致します。  

先ほど、歳出のところで 財 源についてもご説明申し上げましたが、歳入科

目ごとの説 明をさせて頂 き ま す。  

上から、款１．分担金及 び 負担金、項１．分担金、計の欄でございますが

２１億９， ６０３万８千 円 。 前年度比３億３，８２８万５千円の増。各市町

村からの分 担金で、施設 費 分 担金、管理費分担金、共通事務費分担金の内訳

となってお ります。  

次 に 、 項 ２ ． 負 担 金 、 目 １ ．シ ー ル 印 刷 等 業 務 負 担 金 １ ,３ ８ ５ 万 ３ 千 円 。

前年度比８ ６万８千円の 増 で 、各市町村のシール印刷代等の計上で、各市町

村からのご 負担頂くもの で ご ざいます。  

次に、款２．使用料及び 手 数料、項１、目１．使用料３８９万４千円。主

に、駐車場 等の行政財産 使 用 料等でございます。  

次 に 、 項 ２ 、 目 １ ． 手 数 料 は 、 ご み の 一 般 持 ち 込 み 手 数 料 で７ ,９ ６ ０ 万

３千円、前 年度比２７７ 万 円 の増でございます。  

次の９２頁をお願い致し ま す。  
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款３．国庫支出金、項１ ． 国庫補助金、目１．建設事業費補助金は１３億

６，８８７ 万３千円で、 前 年 度比１３億６，６８９万３千円の増、第１清掃

工場基幹的 設備改良事業 に 伴 う国からの補助金を計上致しております。  

款４．財産収入、項１． 財 産運用収入、目１．利子及び配当金は１４９万

２千円。基 金運用の利子 収 入 でございます。  

項２、目１．財産売払収 入 は１５２万円。前年度比４３万７千円の減でご

ざいます。 副産塩、屑ア ル ミ 、残滓選別鉄等の売却収益でございます。  

款５．繰入金、項１．基 金 繰入金、目１．施設整備積立基金繰入金は、４

億８４５万 ２千円。前年 度 比 ３億５５０万５千円の増でございます。第１清

掃工場の改 良事業及びク レ ー ン電気設備更新事業等に伴う基金の取り崩し金

でございま す。  

その下、款６、項１、目 １ ．繰越金は４，８００万円。前年度比５，００

０万円の減 で、前年度繰 越 金 でございます。  

９４頁をお願い致します 。  

款７．諸収入、項１、目 １ ．雑入は１７万８千円。前年度比２万円の増で

ございます 。  

款８、項１、目１．組合 債 は１６億４，９１０万円。第１清掃工場基幹的

設備改良事 業債、残滓処 理 事 業債、第１清掃工場のクレーン電気設備更新事

業債で、各 金額はご覧の と お りでございます。  

以上、歳入の説明でござ い ます。  

議案書、事項別明細書の あ との頁でございますが、１１２頁から以降１２

５頁までに つきましては 給 与 費明細書、１２６頁から１３７頁にわたりまし

ては、継続 費、債務負担 行 為 、地方債、分担金の各調書でございます。  

誠に勝手ながら、ご覧を 頂 きまして、説明は省略をさせて頂きます。  

以上をもちまして、令和 ５ 年度南河内環境事業組合一般会計予算の説明と

させて頂き ます。  

何とぞ、よろしくご審議 の うえ、原案どおり御議決賜りますようお願い申

し上げます 。  
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以上でございます。  

 

議長（堀川和彦）  

説明が終わりました。こ れ より質疑をお受け致します。  

丹羽実議員。座ったまま で 結構です。  

 

４番議員（丹羽実）  

４番議員、河内長野市の 丹 羽です。  

歳出のところで、頁数を 言 ったほうがいいですよね。１０１頁、歳出の款

３．衛生費 、項１．ごみ 処 理 費のところですけども、まず確認だけですけど、

１．報酬と いうことで２ ８ ４ 万円ぐらい出ていますけども、会計年度任用職

員報酬と書 いてあります ね 。 参考のために１１２頁の給与明細書のところの

後ろのほう を見たら、一 般 職 として本年度は、要は正規の職員さんが３７名

でかっこ２ とかあって、 下 の ほうにいきますと会計年度任用職員本年度０人

でかっこ４ と書いていま す よ ね。かっこの中の短時間勤務職員数ですね、い

ずれにして も正の職員さ ん の 数にも上がらないし、会計年度任用職員の中に

もその数字 としては表れ な い というかな、そんなふうになっているんですけ

ど、このよ くわからへん 短 時 間勤務職員数というのは、すいません、どんな

働き方をさ れているのか と い うのを、わかる限りでいいですけど、正職員さ

んでもない し、会計年度 任 用 職員さんでもないというふうに、この１１２頁

の表から読 み取れるんで す け ども、かっこの部分、短時間勤務職員数という

のがどんな 働き方をされ て い るのか教えてほしいです。  

続けてよろしいですか、 同 じ１０１頁、１０．需用費のところで上から１

個、２個、 ３個、４個、 ５ 個 の列に光熱水費とありますよね。先ほどから補

正予算とか いろいろなと こ ろ で、電気代が上がっているから、電気代が上が

っているか らと随分たく さ ん 電気代という言葉が出てきたんですけども、光

熱水費のも う少し中身ね 、 例 えば電気代、それから通信費も入るのですか、

ガスはここ 使っているか ど う か知りませんけど、そういうちょっと細かく、
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ちょっと聞 きたいのは、 今 、 電気代ってニュースでもいっぱい出ていますよ

うに、家庭 の電気代も含 め て ですけど、企業の電気代もむちゃくちゃ上がっ

ていますよ ね。それで中 小 企 業なんか、もうやっていられないみたいな話が

あるんです けど、ここの 組 合 では契約は関西電力なのか、それとも第二電力

みたいなと こなのか、実 際 も の凄く上がっているという状況は、僕ら家庭の

場合やった ら上がってい る の がわかるんですけど、こういう事業組合、かな

りたくさん 、１年間電力 使 う と思うんですけども、それでいったらどれぐら

い、僕らの わかるような 形 で どれぐらい上がっているのか、もう少しわかり

やすい説明 、例えば、去 年 が １００やったらね、今年はもう１２０、１５０

になってい るとか、そん な の でもいいですから、ちょっと聞きたいなと思い

ます。以上 です。  

 

議長（堀川和彦）  

西尾局長。  

 

事務局長（西尾順治）  

あの、まずですね、会計 年 度任用職員のところにつきましてはですね、あ

の、０とい うのはですね 、 短 時間、要するに時間がフルタイムではないとい

うことです ね。フルタイ ム は 正職と同じ時間ですね。短時間は週の５分の４

の勤務時間 の職員等です ね 、 正規の時間に満たない職員というのが短時間勤

務という考 えのお答えで い い ですかね。  

 

議長（堀川和彦）  

それは、会計年度任用職 員 にならないんですか。  

 

４番議員（丹羽実）  

そのへんが、よく、わか ら ない。  
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事務局長（西尾順治）  

会計年度にはなります。  

 

４番議員（丹羽実）  

なります。  

 

事務局長（西尾順治）  

はい、なります。  

 

議長（堀川和彦）  

丹羽実議員。  

 

４番議員（丹羽実）  

あの、短時間勤務職員数 、 勤務という形のフルタイムに対して５分の４し

か時間働い ていませんよ と 、 だからそれは、正の職員の数３７の中にも含ま

れているの か、それとも 含 ま れてないんですか。そして、この会計年度任用

職員も０と なっています が 、 ０となっているのに、となりにかっこ４となっ

ています、 それって、含 ま れ ているのか含まれてないのか。まあ５分の４し

か働いてな いのを短時間 勤 務 職員というのは、それは理解できますけども、

そこのとこ ろが何か、も う 一 つようわからんと思うので。  

 

議長（堀川和彦）  

浅川理事。  

 

事務局理事（浅川浩）  

ご質問にお答えさせて頂 き ます。  

議案書１１２頁の給与明 細 書の一番下の２．一般職の（１）イ．会計年度

任用職員の 表、一番下の 表 で ございますが、フルタイムの会計年度任用職員



- 30 - 
 

の採用は行 っておりませ ん 。 短時間勤務、週の５分の４、５分の３、５分の

２の会計年 度任用職員の 合 計 数が、本年度４名ということでございます。  

以上でございます。  

 

４番議員（丹羽実）  

わかりました。河内長野 市 でこんな書き方は初めて見たので質疑をしまし

た。  

 

議長（堀川和彦）  

西尾局長。  

 

事務局長（西尾順治）  

まず、契約につきまして は ですね、すべて関電でございますが、ただ、関

電でも第１ 清掃工場は入 札 に より、関電が落札されております。後ですね、

光熱水費の 内訳ですね、 ど れ だけ上がったかということですよね。  

 

議長（堀川和彦）  

内訳と、後、どれだけ上 が ったのか。  

 

事務局長（西尾順治）  

単価ということでいいん で すか。  

 

議長（堀川和彦）  

光熱水費の内訳は項目で 、 電気代は前年比どれくらいですか。  

 

事務局長（西尾順治）  

第１清掃工場につきまし て は、電力高騰分というのが約６６％、というこ

とでいいで すか。  
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議長（堀川和彦）  

それは前年比ということ 。  

 

事務局長（西尾順治）  

前年比、そうですね。  

ガス代とかは、ほとんど う ちは使っていませんので、ほとんどが電気料金

になります 。  

第２清掃工場につきまし て は、前年比約４９．６％ほど上がっております。

資源再生セ ンターにつき ま し ては、金額なんですけど約１，９４４万２千円

上がってお ります。すい ま せ ん、ちょっと金額で申し訳ございません。  

以上、お答えさせて頂き ま す。  

 

４番議員（丹羽実）  

はい、だいたいわかりま し た。いいです。  

 

事務局長（西尾順治）  

金額でも、第１清掃工場 、 第２清掃工場大丈夫ですけど。  

 

議長（堀川和彦）  

いいですか。他ございま す か。よろしいですか。  

浦山宣之議員。  

 

３番議員（浦山宣之）  

すいません、ちょっと確 認 です。３番の浦山です。  

今の質問の中で、第１清 掃 工場の関電の入札ということを言われたと思う

のですが、 今、報道等で 来 年 度、大手電力会社の電力料金が上がりますと、

で、関電は 据え置きとい う ふ うに聞いているんですけど、その入札でもしか
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したら第二 電力というか 、 他 の電力の可能性も無きにしもあらずということ

で、入札の タイミングと か 、 もしあれば教えて頂きたい。  

 

議長（堀川和彦）  

西尾局長。  

 

事務局長（西尾順治）  

あの、ちょっと私、今年 １ 月からですね、関電も、去年４年の１月から１

２月までは 関電の入札だ っ た んですけども、今年の５年の１月からは入札で

きなくてで すね、応札さ れ な くてですね、随意契約ということになっており

ます。  

 

議長（堀川和彦）  

浦山宣之議員。  

 

３番議員（浦山宣之）  

そういうことは随意契約 と いうことで、それで引き続きということでよろ

しいですか 。  

 

事務局長（西尾順治）  

はい。  

 

議長（堀川和彦）  

他よろしいですか。  

これをもって質疑を終結 致 します。  

それでは、議案第３号に つ いて討論に入ります。  

これをもって討論を終結 し ます。  

これより、議案第３号を 採 決します。  
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本案を原案どおり可決す る ことにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、議案第３号、令 和 ５年度南河内環境事業組合一般会計予算は、原

案どおり可 決されました 。  

次に日程第１４、監査報 告 第１号、例月出納検査の結果報告についてを議

題とします 。  

監査委員の報告を求めま す 。  

遠藤監査委員。  

 

監査委員（遠藤忍）  

只今、上程されました監 査 報告第１号、例月出納検査の結果報告につきま

して、土井 監査委員とと も に 検査致しました結果を、私のほうからご報告申

し上げます 。  

令和４年度７月分から１ ２ 月分の出納状況につきまして、各月分ごとに、

それぞれ出 納検査を実施 致 し ましたところ、出納報告及び証書類、帳票並び

に現金在高 がそれぞれ符 合 し 、正確でありましたので、地方自治法第２３５

条の２第３ 項の規定に基 づ き まして、ここにご報告申し上げます。  

以上でございます。  

 

議長（堀川和彦）  

報告が終わりました。質 疑 をお受け致します。  

 

（質疑なし。）  

 

質疑がないようでござい ま すので、本件については終結致します。  



- 34 - 
 

 

只今、議員提出議案第１ 号 、南河内環境事業組合議会の個人情報の保護に

関する条例 の制定につい て が 提出されました。  

お諮りします。これを日 程 に追加し、議題と致したいと思いますが、ご異

議ございま せんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。 よ って日程第１５、議員提出議案第１号、南河内

環境事業組 合議会の個人 情 報 の保護に関する条例の制定についてを追加し、

議題と致し ます。  

提案理由の説明を求めま す 。  

辰巳議員。  

 

１０番議員（辰巳真司）  

只今、上程されました、 議 員提出議案第１号、南河内環境事業組合議会の

個人情報の 保護に関する 条 例 の制定について、本議案を地方自治法第１１２

条及び南河 内環境事業組 合 議 会会議規則第１４条の規定により、提出させて

頂きます。  

提出者は、不肖私、辰巳 真 司でございます。  

賛成者は、久山佳世子議 員 、草尾勝司議員、福田太郎議員、藤浦稔議員で

ございます 。  

まず、本条例制定の理由 で すが、令和３年５月にデジタル社会の形成を図

るための関 係法律の整備 に 関 する法律が成立し、個人情報保護法、行政機関

個人情報保 護法、独立行 政 法 人等個人情報保護法の３つの法律が、１つに統

合されると ともに、地方 公 共 団体の個人情報保護制度についても、令和５年

４月１日か ら、統合後の 個 人 情報保護制度に一元化されることになりました。  

しかしながら、地方議会 は 統合後の法の適用除外となり、独自の個人情報
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保護制度を 議会ごとに設 け る ことが必要であることから、本組合議会におい

て南河内環 境事業組合議 会 の 個人情報の保護に関する条例の制定を提案する

ものでござ います。  

次に、内容の説明でござ い ますが、第１章で総則を、第２章で個人情報等

の取扱いを 、第３章で個 人 情 報ファイルを、第４章で開示、訂正及び利用停

止を、第５ 章で雑則を、 第 ６ 章で罰則を定めております。  

なお、附則としまして、 施 行期日は、令和５年４月１日から施行するもの

です。  

以上で提案説明を終わり ま す。  

 

議長（堀川和彦）  

提案理由の説明が終わり ま した。これより本件に対する質疑をお受けしま

す。  

これをもって質疑を終結 し ます。  

これより討論に入ります 。  

これをもって討論を終結 し ます。  

直ちに、議員提出議案第 １ 号を採決致します。  

議員提出議案第１号につ い て、原案どおり可決することにご異議ございま

せんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、議員提出議案第 １ 号、南河内環境事業組合議会の個人情報の保護

に関する条 例の制定につ い て は、原案どおり可決されました。  

これをもちまして、本日 の 日程は、全部終了しました。  

それでは、閉会を前に、 管 理者よりご挨拶を頂きます。  

 村管理者。  
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管理者（  村 善美）  

令和５年第１回組合議会 定 例会の閉会にあたりまして、一言ご挨拶を申し

上げます。  

今期定例会にご提案申し 上 げました令和５年度予算を初め、すべての議案

につきまし て、原案のと お り ご賛同を頂きまして、心から厚く御礼を申し上

げます。あ りがとうござ い ま した。  

さて、本組合では、施設 を 継続して安定的に稼働させるため、基幹的設備

改良事業に 取り組んでお り 、 第２清掃工場、資源再生センターでは、令和３

年度に完了 を致しました 。 第 １清掃工場は、現在、施工中で、令和６年度末

に完了させ る予定でござ い ま す。  

ごみ処理、し尿処理は、 住 民の方々の重要な生活基盤でありますことから、

今後も、施 設運営には、 万 全 を期してまいりますので、議員各位には、より

一層のご支 援をお願い申 し 上 げまして、閉会のご挨拶とさせて頂きます。  

本日は、誠にありがとう ご ざいました。  

 

議長（堀川和彦）  

ありがとうございました 。  

閉会にあたり、私からも 一 言ご挨拶申し上げます。  

本日は、提出議案に対す る 慎重なご審議を、そして議事進行へのご協力を

頂きまして 、円滑に閉会 の 運 びとなりましたことに、厚くお礼申し上げます。  

年度末を目前に控えまし て 、何かと慌ただしい時期を迎えようとしており

ます。議員 各位におかれ ま し ては健康にご留意され、また、ご自愛されます

ことをご祈 念申し上げま し て 、ご挨拶とさせて頂きます。  

なお、統一自治体選挙に 挑 まれる先生方につきましては、孤軍奮闘当選な

さることを ご祈念申し上 げ ま す。  

それでは、これをもちま し て、令和５年第１回南河内環境事業組合議会定

例会を閉会 致します。  
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ありがとうございました 。  

 

（閉会  午後３時３８分）  
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